
淀川版マイ・タイムライン作成事例

作成事例 ～Ａさんの場合～

Ａさんの状況

•自宅が３ｍ以上浸水する

•家族には80歳のおじいさんがいる

•ペットは飼っていない



避難方法の確認

①避難パターンの決め方

※ご参考※をみて確認。

• ハザードマップで確認すると自宅が３ｍ以上浸水す
るため、自宅での垂直避難はできない （パターン
Ａはダメ）

• かつ80歳のおじいさんが一緒に暮らしているため、
早めに避難した方がよい（パターンＢに決定）

②避難先の決め方

• ハザードマップで近くの指定避難所を確認



Step１（必要と考えられる行動を考える）

• 自宅避難ではないため、自宅避難の備えはいらない
• 一緒に暮らしているおじいさんは一人で避難するのが困難なた
め、「要配慮者」の避難の備えを選択

• ペットは飼っていない

• 台風進路や避難勧告等の情報、通行止めの情報などどれも収
集して把握する必要がある

• 遠方に住む息子には、避難先を伝えておく
• おじいさんの避難先に連絡し、避難のタイミングなどを確認して
おく

③避難に備えて実施する行動

• 避難している間に自宅に被害が及ばないようにドアや窓の補
強をしておく

• 自宅の浸水に備えて、大切なものは上の階に移動させた方が
よい

• 避難する時はガスの元栓を閉め、ブレーカーを落として戸締り
をする

• 自家用車やバイクは、浸水しない立体駐車場などに早めに移
動する

• 避難所に向かうときは、近所の方にも声かけを
• おじいさんの避難支援者の連絡先を調べておく

• 要配慮者のおじいさんは早めに避難を開始する



Step２（実施すべき行動のタイミングを考える）

④実施するタイミング
• 防災グッズなどは早めに準備し、足りないもの
がないか確認する

• 避難先は台風が発生したらすぐに確認しておく
• おじいさんの避難は元気な方より早いため、準
備はさらに早めに

• 正確な情報を毎日収集して、避難に備えることが
重要

• 避難所の開設情報も確認する

• 家族への連絡は、避難の前や避難した後も行う
• 避難所が開設しているか確認が必要

• 準備等は雨風が強くならないうちに行う
• できれば、避難当日に大がかりな作業は避ける
• 携帯電話の充電はこまめに行う

• 台風発生、上陸の恐れがわかった時には、おじい
さんの避難支援者に連絡する

• 「当日」は暴風雨の可能性が高いので、避難は１
日前に行う

• 雨が降り始める前におじいさんは避難完了



Step３（１日ごとに実施する順序を考える）

⑤実施する順序（５～３日前、２日前）

【５～３日前】台風の影響はほとんどない
 台風の進路等を把握し、おじいさんの避難を考える
1. 台風の進路や今後の雨予報などを調べる

2. おじいさんの避難支援者の連絡先を確認しておく

3. おじいさんの避難の準備を進める

【２日前】にわか雨や風が徐々に強くなる
 買い出しは雨風が強くなる前に終える

 おじいさんは早めに避難する
1. 台風進路や雨風の予報を把握

2. 市町からの防災・避難情報も確認（避難所の開設など）

3. 避難先を決め、手段や経路も家族内で決めておく

4. おじいさんは雨が降るまでに避難を完了する

5. 自宅の暴風雨対策を行う

6. 買い出しは雨風が強くなる前、夕方までに終える

7. マスクなど感染症対策も忘れずに

8. 持参品のリュックへの詰め込みは避難の前日までに



Step３（１日ごとに実施する順序を考える）

⑤実施する順序（１日前、当日）

【当日】台風が上陸し、強烈な暴風雨
 避難先ではルールを守る、家族に連絡する
1. 台風上陸に伴う被害予想などにも注意が必要

2. 遠方に住む家族等に連絡する（無事であることを伝える）

【１日前】雨風がだんだん強まる
 台風上陸前に避難する
1. 台風進路や雨風の予報を把握

2. 市町からの避難勧告等の情報を確認

3. 携帯電話の充電は早めに

4. 自家用車等は立体駐車場などへ（外に出る行動は早めに）

5. １階にある大切なものを上階に移動（必要最小限）

6. 避難所の開設状況を確認（入れるかも確認）

7. 交通情報、地域の被害状況も確認

8. いざ避難する時は隣近所の方にも声かけを！

9. ガスの元栓閉め、戸締りをしっかりと行う

10.家族全員で避難開始（雨風が強くなる前に）



ワークシート（Step１～ Step３の確認）
①～⑤で決めた内容の確認

どのような行動をいつに実施するかが分かる 台風が上陸するまでの行動が時系列で分かる



淀川マイ・タイムラインの印刷（完成）

Ａさんの状況

•自宅が３ｍ以上浸水する

•家族には80歳のおじいさんがいる

•ペットは飼っていない

Ａさんのマイ・タイムラインを印刷すれば完成

印刷し、行
動を行った
らチェック
を入れる

避難計画を作成する時の注意点

①台風が発生し上陸する可能性が高くなったら、まずは

台風情報を収集し、要配慮者の避難の準備を開始。

②台風上陸の１日前は雨風が強くなることが予測できる

ため、買い出し等は「２日前の夕方まで」に行う。

③一般の方の避難は、台風上陸の前日が安全。

④要配慮者の避難は、雨風のない前々日が安全。

⑤避難する時は、近所の方にも声掛けを行う。

⑥離れた家族にはきちんと連絡を。

水災害は、きちんと早めに避難すれば、

命は守れます！
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